
『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流

　
　
　
　
－
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー

杉

仁

1
．
は
じ
め
に
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
と
日
清
文
人
交
流
－

　
文
化
元
臨
年
、
長
崎
で
海
商
に
託
さ
れ
て
渡
清
し
、
清
国
文
人
界

で
評
判
に
な
っ
た
書
が
あ
る
。
市
川
寛
斎
編
『
全
唐
詩
逸
』

（天

ｾ
八
年
淡
海
竺
常
序
、
文
化
元
年
刊
）
で
あ
る
。
上
州
箕
輪
「
下
田
衡
」
ら
在
村
文
人
が
版

費
を
提
供
し
、
校
者
（
版
費
校
者
）
に
名
が
刻
ま
れ
渡
清
し
た
。

　
『
全
唐
詩
逸
』
は
、
中
国
で
失
わ
れ
日
本
だ
け
に
の
こ
さ
れ
た
唐
の

逸
詩
を
、
国
内
諸
書
か
ら
網
羅
し
て
全
三
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
渡
清

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

後
こ
れ
を
「
海
商
舶
中
に
得
」
た
の
が
、
博
学
好
古
の
文
人
で
日
本
研

究
者
で
も
あ
る
「
翁
廣
平
」
。
海
商
か
ら
私
的
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
こ
れ
を
私
的
に
親
し
い
蔵
書
家
文
人
「
飽
濠
飲
先
生
に
贈
」

っ
た
。
清
国
文
人
界
で
は
、
康
煕
帝
勅
撰
『
全
唐
詩
』
（
を
吼
万
o
薙
働
だ
醗
叙
輔
）

の
欠
を
お
ぎ
な
う
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
や
が
て
「
濠
飲
」

飽
廷
博
『
知
不
足
齋
叢
書
』
第
二
三
六
冊
（
詮
に
』
三
〇
畑
雌
説
鰐
年
）
に
復
刻

さ
れ
、
付
さ
れ
た
「
翁
廣
平
践
」
が
そ
の
意
義
を
た
た
え
た
。

　
渡
清
か
ら
四
半
世
紀
、
こ
れ
が
長
崎
に
舶
載
さ
れ
る
と
、
『
全
唐
詩

逸
』
の
高
い
評
価
も
里
帰
り
し
、
国
内
で
も
評
判
に
な
っ
た
。
『
全
唐

詩
逸
』
渡
清
は
、
ひ
ろ
く
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
普
遍
し
う
る
一
大
文

化
事
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
内
外
と
も
に
私
的
な
文
人
交
際
と
文
物
贈
答
の

交
流
網
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
価
値
観
が
普
遍
し
て
い

た
か
。
在
村
文
化
も
ふ
く
め
近
世
文
化
は
、
古
代
以
来
ひ
ろ
く
生
々
流

転
す
る
ア
ジ
ア
文
化
循
環
網
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
。
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
全
唐
詩
逸
』
天
明
年
間
成
稿
か
ら
文
化
元
年
出
版
ま
で
の
経
過
、

お
よ
び
在
村
文
化
と
の
か
か
わ
り
は
、
前
稿
ま
で
で
あ
き
ら
か
に
し
た

↑
）
。
こ
こ
で
は
、
長
崎
で
の
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
日

清
の
文
人
交
流
の
実
態
を
み
た
い
。

　
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
を
め
ぐ
る
日
清
の
文
人
交
流
は
、
文
化
年
間
に

二
回
あ
っ
た
。
一
回
目
は
文
化
元
年
『
全
唐
詩
逸
』
を
渡
清
さ
せ
た
市

河
三
亥
の
動
き
。
二
回
目
は
十
年
後
の
文
化
十
年
、
『
全
唐
詩
逸
』
を

編
纂
し
た
父
市
河
寛
斎
の
交
流
で
あ
る
。
期
せ
ず
し
て
長
崎
奉
行
牧
野

成
傑
の
「
賓
客
」
と
し
て
長
崎
に
約
一
年
滞
在
し
た
寛
斎
は
、
渡
清
の

と
き
の
船
主
「
張
秋
琴
」
も
ふ
く
め
、
長
崎
文
人
・
唐
通
詞
文
人
・
海

商
文
人
ら
と
親
し
く
交
歓
し
た
。
応
酬
し
た
詩
文
の
記
録
が
の
こ
る
（
，
）
。
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『
全
唐
詩
逸
』
の
授
受
や
出
会
い
の
場
で
、
ど
の
よ
う
な
海
商
文
人

と
の
交
歓
が
あ
っ
た
か
。
そ
の
背
景
に
長
崎
文
人
や
唐
通
詞
文
人
の
ど

の
よ
う
な
日
常
交
流
が
あ
っ
た
か
。
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
と
い
う
文
化

事
件
に
み
え
る
、
在
村
～
中
央
～
長
崎
～
海
商
の
動
き
を
あ
き
ら
か
に

し
な
が
ら
、
近
世
の
社
会
と
文
化
の
あ
り
方
を
見
直
す
一
助
と
し
た
い
。

∬
．
市
河
三
亥
の
京
入
り
と
『
全
唐
詩
逸
』
の
出
版

　
〈
1
＞
三
亥
の
京
入
り

　
前
稿
で
み
た
よ
う
に
、
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・
渡
清
を
す
す
め
る
三

亥
は
、
享
和
三
監
年
八
月
十
九
日
に
江
戸
を
出
立
し
た
。
東
海
道
各

地
の
文
人
宅
で
歓
待
さ
れ
て
長
逗
留
を
か
さ
ね
、
十
一
月
五
日
の
四
日

市
入
り
ま
で
二
ヶ
月
半
、
ゆ
っ
く
り
の
旅
で
あ
っ
た
。
四
日
市
で
は
、

菊
池
五
山
（
池
桐
孫
）
と
四
日
市
詩
社
で
「
同
社
に
謀
り
資
を
醸
し
て

梓
に
入
」
る
こ
と
が
定
ま
っ
た
。
四
〇
日
余
の
滞
在
で
版
下
を
清
書
し

終
え
る
と
、
京
で
の
板
行
を
め
ざ
す
足
も
、
板
行
さ
れ
た
『
全
唐
詩
逸
』

を
も
っ
て
長
崎
を
め
ざ
す
足
も
は
や
か
っ
た
。
『
西
遊
日
記
』
で
足
ど

り
を
追
っ
て
み
よ
う
（
・
）
。

　
四
日
市
を
は
な
れ
た
の
は
十
二
月
下
旬
ち
か
く
。
「
十
二
月
十
八
日
。

四
日
市
ヲ
発
シ
関
二
宿
ス
。
十
九
日
。
石
部
二
宿
ス
。
廿
日
。
京
二
到

リ
…
」
な
ど
、
ひ
た
す
ら
出
版
を
急
ぐ
か
の
よ
う
に
長
逗
留
な
し
の
直

行
で
三
日
目
に
入
京
し
た
。

　
翌
文
化
元
年
四
月
十
六
日
、
長
崎
へ
出
立
す
る
ま
で
の
四
ヶ
月
余
、

京
で
の
動
き
の
一
つ
は
『
全
唐
詩
逸
』
板
行
の
手
配
と
刷
り
上
が
り
待

ち
、
二
つ
は
京
都
文
人
と
の
交
歓
、
三
つ
は
法
帖
・
書
籍
の
購
入
、
四

つ
は
京
都
見
物
で
あ
っ
た
。

　
在
京
四
ヶ
月
で
ま
じ
わ
っ
た
人
を
列
挙
す
る
と
、
小
栗
万
年
、
伊
澤
、

岸
雅
楽
助
、
皆
川
先
生
、
佐
野
少
進
、
越
後
新
潟
佐
野
兄
弟
、
さ
ら
に

奥
田
玄
龍
、
台
麓
、
伊
澤
深
藏
、
拷
亭
先
生
、
大
雅
堂
主
月
峯
、
伊
澤

子
琢
、
池
田
筑
前
守
様
御
用
人
青
砥
喜
八
、
越
史
邑
山
杉
林
主
齢
・
佐

藤
半
兵
衛
、
梶
川
文
助
、
若
槻
源
三
郎
、
清
田
謙
藏
、
越
後
三
日
市
關
儀

左
衛
門
、
小
栗
萬
年
、
清
田
龍
川
、
橘
梅
仙
な
ど
が
つ
づ
く
。
詳
細
は

は
ぶ
く
が
（
、
）
「
皆
川
先
生
」
は
皆
川
漠
園
の
こ
と
。
三
亥
は
早
く
も
入

京
四
日
目
に
は
（
1
2
／
2
4
）
「
先
生
弘
文
館
十
七
帖
、
宋
揚
聖
教
序
墓

刻
ヲ
示
サ
ル
」
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
貴
重
な
法
帖
を
み
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
漠
園
か
ら
も
ら
っ
た
揮
毫
「
送
序
」
に
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・

渡
清
へ
の
言
及
が
み
え
る
〔
・
）
。

　
〈
2
＞
漠
園
の
語
る
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
過
程

　
漠
園
は
い
う
。
「
：
・
享
和
癸
亥
季
冬
そ
の
子
孔
陽
（
三
亥
の
字
）
京
に
來
り

て
余
に
謁
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
…
孔
陽
因
り
て
云
ふ
」
と
し
て
、
『
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

唐
詩
逸
』
の
成
立
に
つ
い
て
「
家
父
（
寛
斎
）
見
る
毎
に
輔
ち
秒
録
し
数

へ年
を
経
る
に
及
ん
で
そ
の
獲
る
と
こ
ろ
殆
ん
ど
薩
筒
に
溢
る
。
是
に
於

い
て
遂
に
輯
集
し
て
三
巻
と
成
し
、
命
じ
て
全
唐
詩
逸
と
日
ふ
」
と
す

る
。
出
版
に
つ
い
て
は
「
さ
き
に
途
伊
勢
の
四
日
市
を
歴
し
と
き
家
父

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

門
人
池
五
山
（
菊
池
五
山
）
在
り
。
是
事
を
聞
く
に
及
び
て
乃
ち
衡
い
泌
レ

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
傳
へ
ん
こ
と
を
勧
む
。
僕
そ
の
言
を
是
と
し
京
に
來
り
て
巳
に
工
に
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命
じ
た
り
。
計
る
に
春
二
三
月
に
及
ぶ
こ
ろ
工
當
に
竣
る
べ
し
。
竣
ら

ば
則
ち
将
に
そ
の
刻
木
を
齎
ら
し
て
以
て
西
せ
ん
と
す
。
」
と
い
い
、

「
僕
今
よ
り
將
に
西
長
崎
に
遊
び
一
た
び
外
国
清
及
び
朝
鮮
紅
毛
諸
舶

の
風
采
を
観
て
以
て
賢
識
を
弘
く
せ
ん
」
と
し
な
が
ら
、
『
全
唐
詩
逸
』

渡
清
実
行
の
意
志
を
し
め
し
た
、
と
い
う
。

　
漠
園
は
「
孔
陽
そ
の
父
の
志
を
就
さ
ん
と
欲
し
て
能
く
以
て
刻
鍋
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
も
た
ら

且
つ
遠
く
之
を
長
崎
に
齎
し
て
以
て
之
を
西
客
に
傳
へ
ん
と
欲
す
る
も

の
、
量
ま
た
之
を
孝
よ
く
労
を
厭
は
ず
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
」
と

讃
え
る
。
前
稿
ま
で
み
て
き
た
出
版
準
備
過
程
を
、
別
の
側
面
か
ら
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
京
見
物
で
は
、
長
樂
寺
・
祇
園
社
・
錦
天
神
・
南
禅
寺
・
金
地
院
・

北
野
天
神
・
舟
岡
山
の
梅
な
ど
、
旺
盛
な
京
巡
り
で
あ
る
。
大
晦
日
も

「
除
夜
三
條
橋
邊
二
夜
店
ヲ
見
ル
。
祇
園
ヲ
ケ
ラ
火
」
な
ど
と
記
す
。

元
旦
に
は
三
卿
の
御
所
参
内
を
見
物
し
、
節
分
に
も
「
日
ノ
御
門
ヨ
リ

紫
農
殿
ヲ
過
ギ
蛤
御
門
ヨ
リ
出
ヅ
…
、
御
所
二
入
リ
舞
樂
ヲ
観
」
る
な

ど
し
て
い
る
。
一
日
か
け
て
仲
間
と
「
祇
園
社
ヨ
リ
智
恩
院
丸
山
端
寮

月
峯
高
毫
寺
大
佛
古
跡
泉
涌
寺
東
福
寺
二
到
リ
日
暮
レ
テ
帰
ル
」

（正

雌
�
Z
日
）
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
雨
天
は
書
簡
を
し
た
た
め
た
り
、

と
き
に
は
「
廿
七
。
雨
。
薩
摩
屋
敷
伊
智
地
伊
平
治
ノ
會
集
。
諸
雅
家

來
」
る
な
ど
、
雅
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　
購
入
品
で
は
「
頑
翁
書
豊
二
掛
幅
及
ビ
百
膿
千
字
文
ヲ
購
フ
」
「
十

三
経
ヲ
購
フ
。
慣
五
両
二
分
。
雲
鷹
將
軍
碑
帖
。
壼
両
壷
分
」
な
ど
、

書
家
ら
し
く
書
画
・
法
帖
が
多
い
。
ほ
か
墨
を
古
梅
園
に
託
し
て
江
戸

へ
送
る
な
ど
、
文
房
具
の
入
手
も
多
い
。

　
こ
う
し
て
『
全
唐
詩
逸
』
刷
り
上
が
り
を
待
ち
な
が
ら
二
ヶ
月
余
、

「
二
月
朔
。
全
唐
詩
逸
皆
出
來
」
に
い
た
り
、
「
四
月
十
一
日
…
江
戸
へ

詩
逸
板
木
出
ス
」
で
京
に
お
け
る
三
亥
の
役
目
は
ほ
ぼ
お
わ
っ
た
。

『
全
唐
詩
逸
』
の
初
刷
り
を
嚢
中
に
、
文
化
元
翫
年
四
月
十
六
日
、

長
崎
め
ざ
し
て
京
を
出
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
父
寛
斎
の
禁
を
犯
し
て
の
長
崎
行
で
あ
り
、
こ
の
あ
と
約
三
ヶ
月
間
、

音
信
不
通
で
頬
被
り
す
る
こ
と
に
な
る
（
・
〉
。
心
配
す
る
寛
斎
は
「
亥

児
ノ
書
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
百
数
日
、
秋
初
崎
陽
ヨ
リ
発
セ
シ
モ
ノ
秋
抄
始

メ
テ
達
ス
」
と
前
書
す
る
詩
を
の
こ
す
。
百
数
日
後
の
音
信
は
、
日
記

で
は
長
崎
入
り
二
ヶ
月
後
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
に
め
ど
が
つ
い
た
翌

月
の
七
月
十
九
日
に
「
家
書
ヲ
出
ス
」
が
み
え
る
。

皿
．
三
亥
の
長
崎
入
り
と
唐
医
文
人
と
の
交
流

　
〈
1
＞
唐
医
「
胡
兆
新
」
と
の
出
会
い

　
文
化
元
年
四
月
十
六
日
、
京
を
発
っ
た
三
亥
は
「
黄
奨
山
を
遊
覧
。

夜
の
舟
で
淀
川
、
大
坂
八
問
屋
岸
へ
」
で
大
坂
へ
入
っ
て
船
待
ち
、
そ

の
間
に
森
川
曹
吾
（
名
世
黄
、
字
離
吉
、
號
竹
窓
）
濱
田
希
庵
（
酩
世
聴
パ
欝
子
）
ら
医
師
文

人
と
も
会
い
な
が
ら
、
三
日
後
十
九
日
の
船
便
で
赤
間
関
へ
向
か
っ
た
。

日
記
は
「
十
九
日
以
下
五
月
朔
二
至
ル
マ
デ
別
二
紀
ア
レ
バ
贅
セ
ズ
」

と
し
て
空
白
だ
が
、
詩
に
「
雲
黒
雲
奔
帆
似
舅
、
鯨
呑
竈
打
坐
如
傾
…
」

と
詠
う
よ
う
な
暴
風
に
も
遭
っ
た
ら
し
い
。
あ
と
は
順
調
に
赤
間
ヶ
関
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か
ら
小
倉
へ
入
り
、
陸
路
で
「
未
刻
長
崎
二
到
」
っ
た
の
が
五
月
二
日
。

し
か
し
到
着
早
々
病
に
臥
し
、
約
二
〇
日
間
を
無
為
と
寂
蓼
感
で
過
ご

す
こ
と
に
な
る
。

　
前
稿
で
み
た
と
お
り
三
亥
の
長
崎
行
は
、
父
寛
斎
の
禁
ず
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
理
由
は
三
亥
の
生
来
の
病
弱
で
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
許

し
た
の
も
京
の
み
。
せ
め
て
も
と
の
願
い
に
「
大
阪
播
州
備
前
等
播
磨
」

ま
で
は
認
め
た
も
の
で
、
長
崎
行
き
を
口
外
す
れ
ば
即
座
に
京
行
き
ま

で
禁
じ
た
で
あ
ろ
う
。
長
崎
到
着
早
々
の
病
臥
は
、
ひ
と
ま
ず
寛
斎
の

憂
慮
が
正
し
か
っ
た
こ
と
し
め
す
。

　
日
記
は
「
（
5
月
）
六
日
　
満
拘
攣
堪
エ
ズ
。
午
後
大
柴
胡
ヲ
服

シ
。
／
七
日
　
醤
生
來
ル
。
四
貼
。
／
八
日
同
。
服
薬
三
貼
。
／
…
十

日
　
終
日
唯
薬
ヲ
服
ス
ル
ノ
ミ
。
寂
蓼
二
堪
エ
ズ
」
な
ど
と
記
す
。
感

冒
が
な
お
っ
て
も
「
（
同
）
十
八
日
是
日
晴
。
余
腫
物
殊
二
痛
ミ
忍
ビ

ズ
」
な
ど
が
つ
づ
く
が
、
そ
の
間
に
「
医
生
」
（
研
修
医
の
こ
と
カ
）
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
た
。

　
体
調
が
回
復
す
る
と
、
「
（
同
）
廿
二
日
晴
。
品
川
作
十
郎
ト
牟
田
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

大
倫
ト
酒
肴
ヲ
投
ジ
來
リ
テ
余
が
書
ヲ
学
バ
ン
ト
乞
フ
。
初
メ
テ
書
法

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ヲ
説
ク
。
皆
屈
服
セ
リ
」
な
ど
、
書
家
と
し
て
の
記
事
が
ふ
え
る
。
文

人
交
際
の
幅
も
ひ
ろ
が
っ
た
。

　
三
亥
は
、
長
崎
文
人
と
の
交
流
の
な
か
で
「
初
メ
テ
書
法
ヲ
説
ク
」

を
意
識
し
、
み
ず
か
ら
の
書
論
に
「
皆
屈
服
セ
リ
」
な
ど
、
書
家
と
し

て
の
自
信
を
ふ
か
め
た
ら
し
い
。
独
立
し
た
書
家
「
市
河
米
庵
」
と
し

て
の
出
発
は
、
長
崎
西
遊
の
旅
に
は
じ
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。　

品
川
作
十
郎
は
、
父
や
一
族
と
も
に
三
亥
を
あ
つ
く
遇
し
た
人
（
後

述
）
。
そ
の
家
で
「
（
同
）
廿
七
日
。
品
川
作
十
郎
ノ
叔
母
病
甚
シ
。
唐

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

医
胡
兆
新
二
乞
ヒ
テ
病
ヲ
看
セ
シ
ム
。
余
モ
亦
行
キ
テ
観
ル
。
坐
中
來

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ル
モ
ノ
数
人
。
訳
人
穎
川
仁
十
郎
初
メ
テ
面
ヲ
知
ル
」
と
あ
る
。
品
川

一
家
と
の
交
際
が
き
っ
か
け
で
、
唐
医
「
胡
兆
新
」
や
唐
通
詞
「
穎
川

仁
十
郎
」
と
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
穎
川
仁
十
郎
が
ま
も
な
く
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
の
重
要
な
仲

介
者
に
な
る
（
後
述
）
。
ま
た
三
亥
は
胡
兆
新
の
診
療
も
う
け
た
ら
し

く
、
市
河
家
に
の
こ
る
処
方
箋
「
米
庵
先
生
気
多
密
結
、
調
達
肝
脾
主

治
」
な
る
も
の
が
『
寛
齋
先
生
』
に
み
え
る
。

　
長
崎
で
は
、
唐
医
の
往
診
に
は
（
お
そ
ら
く
蘭
医
も
）
「
坐
中
來
ル

モ
ノ
数
人
」
の
よ
う
に
、
見
学
者
が
集
ま
る
の
が
常
だ
っ
た
ら
し
い
。

お
の
ず
か
ら
医
術
交
流
や
文
人
交
歓
の
輪
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
に
な
る
。

三
亥
も
積
極
的
に
「
余
モ
亦
行
キ
テ
観
」
る
な
ど
、
さ
ら
に
交
際
を
ふ

か
め
て
い
る
。

　
〈
2
＞
長
崎
に
お
け
る
「
胡
兆
新
」

　
胡
兆
新
、
名
は
振
、
字
は
兆
新
、
号
は
星
池
、
姑
蘇
の
人
。
病

弱
の
た
め
科
挙
を
捨
て
、
儒
で
な
く
医
を
学
ん
だ
と
い
う

（科

搭
y
第
で
な
い
せ
い
か
「
大
漢
和
辞
典
」
な
ど
に
も
み
え
な
い
）
。
幕
府
医
官
の
多
紀
桂
山
の
要
請
で
、
最
新
医

学
の
問
答
指
導
を
う
け
る
べ
く
長
崎
奉
行
が
招
い
た
唐
医
だ
と
い
う
。
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問
答
に
赴
い
た
医
官
た
ち
の
長
崎
入
り
は
、
三
亥
の
出
立
直
後
。
そ
の

と
き
の
医
官
と
の
問
答
録
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
『
清
医
胡
兆
新
問
答
録
』

写
本
一
冊
（
二
〇
五
函
一
五
七
号
）
　
・
『
清
国
医
事
問
答
』
写
本
一
冊
（
三
拙
描
脳
）

に
の
こ
る
。

　
医
学
史
研
究
で
は
、
郭
秀
梅
・
真
柳
誠
『
清
医
胡
兆
新
問
答
録
ー
一

八
〇
四
年
の
中
国
医
へ
の
問
答
報
告
書
に
つ
い
て
ー
』
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
箔
4
7
巻
第
－
号
）

が
く
わ
し
い
。
「
清
医
の
胡
兆
新
に
対
す
る
質
問
と
胡
兆
新
の
返
答
が
、

そ
れ
ぞ
れ
漢
文
と
和
文
で
子
年
五
月
に
神
代
太
十
郎
・
頴
川
仁
十
郎
の

連
名
で
報
告
さ
れ
て
い
る
」
（
子
年
は
一
八
〇
四
文
化
元
甲
子
）
と
い
う
。
頴
川
仁
十
郎
は
、

胡
兆
新
と
幕
府
医
官
の
医
学
問
答
で
も
通
詞
役
を
は
た
し
た
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
胡
兆
新
は
、
幕
府
招
聰
の
唐
医
と
い
う
公
的
な
姿
だ
け
で
な
く
、
さ

き
の
品
川
宅
往
診
も
ふ
く
め
、
医
家
文
人
と
し
て
私
的
に
も
さ
か
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

活
動
し
た
ら
し
い
。
長
崎
で
は
「
胡
兆
新
。
享
和
三
年
来
る
。
儒
医
兼

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

通
。
文
墨
の
士
と
交
わ
る
」
と
さ
れ
る
（
，
一
。

　
〈
3
V
三
亥
と
胡
兆
新
と
の
交
際

　
書
家
米
庵
の
「
書
」
の
研
鑛
に
と
っ
て
、
胡
兆
新
と
の
出
会
い
は
重

要
で
あ
っ
た
。
米
庵
七
十
七
歳
の
寿
碑
「
米
庵
河
翁
壽
之
蔵
碑
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
…
其
れ
長
崎
に
游
ぶ
や
、
清
客
胡
兆
新
に
接
し
、
書
法
を
論
じ
て
頗

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ぶ
る
得
る
所
有
り
」
と
み
え
る
。
の
ち
米
庵
の
語
り
を
聴
い
て
い
た
弟

子
た
ち
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

　
ま
ず
樋
口
銅
牛
。
「
長
崎
に
て
此
時
分
胡
兆
新
と
い
ふ
馨
在
館
な
り
。

此
は
も
と
瞥
學
校
よ
り
の
命
に
慮
じ
て
来
れ
る
人
に
て
、
…
書
、
讐
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
に
宜
し
か
り
け
り
。
館
内
に
て
種
々
筆
語
贈
答
し
、
書
法
、
執
筆
の

事
も
尋
ね
ら
れ
、
執
筆
等
も
多
く
疑
を
解
か
れ
け
り
。
今
筆
談
一
巻
を

藏
す
。
先
生
の
書
を
大
に
賞
美
し
、
或
は
蹟
し
、
或
は
顔
聯
な
ど
書
き

て
贈
れ
り
…
」
。
唐
館
に
胡
兆
新
を
訪
れ
た
三
亥
は
、
種
々
筆
語
贈
答

し
あ
い
な
が
ら
書
法
・
執
筆
法
な
ど
を
質
問
し
、
多
く
の
疑
問
を
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し
い
。
野
口
勝
一
も
「
…
米
蕎
、
米
元
章
又
は

胡
兆
新
の
筆
意
を
以
て
字
を
作
る
よ
り
諸
侯
以
下
其
門
に
入
る
も
の
最

も
多
く
一
世
殆
ど
米
篭
勤
豪
の
風
」
に
な
っ
た
、
と
記
す
〔
・
）
。

　
一
世
を
風
靡
し
た
米
庵
筆
法
の
原
点
の
一
つ
が
、
長
崎
に
お
け
る
胡

兆
新
の
直
接
指
導
に
あ
る
と
の
見
方
が
、
明
治
期
ま
で
つ
づ
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
胡
兆
新
と
の
出
会
い
は
、
長
崎
に
お
け
る

米
庵
書
学
の
進
歩
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

　
胡
兆
新
に
「
書
」
を
学
ん
だ
の
は
、
三
亥
だ
け
で
は
な
い
。
『
鼎
肺
諸

家
人
名
録
』
（
文
化
一
二
年
版
）
に
「
書
家
／
星
池
焔
願
繍
如
辮
演
噂
人
両
国
柳
橋
秦
源

蔵
」
と
み
え
る
「
秦
星
池
」
は
、
『
五
山
堂
詩
話
』
倦
が
「
星
池
秦
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

馨
、
書
法
過
逸
、
名
声
日
に
興
る
。
旧
と
嘗
て
崎
陽
に
遊
び
、
呉
人
胡

兆
新
に
私
淑
し
、
遂
に
能
く
其
の
訣
を
伝
ふ
。
独
り
喜
ん
で
羊
毫
の
筆

を
使
ふ
…
」
と
す
る
。
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
（
侃
齢
甑
研
姫
如
講
展
鯨
齢
）

も
「
清
人
に
し
て
蘭
軒
と
遊
ん
だ
も
の
に
は
、
…
蘭
軒
文
集
に
見
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ゐ
る
張
秋
琴
が
あ
る
。
次
に
程
赤
城
が
あ
り
、
胡
兆
新
が
あ
る
…
」
と
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『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流
－
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー



学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
七
号

記
す
（
張
秋
琴
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

　
長
崎
で
の
胡
兆
新
は
、
書
に
も
巧
み
な
「
儒
医
兼
通
」
の
文
人
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
。
長
崎
文
人
や
幕
府
医
官
は
も
ち
ろ
ん
、
の
ち
有
名
に

な
る
米
庵
・
星
池
・
蘭
軒
ら
遊
歴
の
文
人
・
医
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

で
私
淑
し
た
。
折
か
ら
長
崎
入
り
し
た
大
田
南
畝
も
、
多
く
の
詩
文
に

記
録
を
の
こ
す
。
胡
兆
新
の
招
聰
と
来
日
は
、
医
学
の
み
な
ら
ず
書
道

も
ふ
く
め
、
ひ
ろ
く
日
本
文
人
界
に
お
け
る
重
要
な
文
化
事
件
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
長
崎
に
は
、
こ
れ
ら
著
名
文
人
だ
け
で
な
く
、
在
村
文
人
も
ふ
く
め

い
わ
ゆ
る
無
名
の
人
び
と
の
、
記
録
に
の
こ
ら
ぬ
小
文
化
事
件
も
少
な

く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

y
．
唐
通
詞
「
穎
川
仁
十
郎
」
と
『
全
唐
詩
逸
』
の
渡
清

　
〈
1
＞
唐
通
詞
「
穎
川
仁
十
郎
」
と
の
交
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

　
三
亥
の
長
崎
入
り
最
大
の
目
的
は
、
『
全
唐
詩
逸
』
を
「
清
客
に
貨

縁
し
て
速
に
彼
方
に
伝
」
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
頼
り
は
唐
通
詞
で
あ

っ
た
。

　
さ
き
の
五
月
二
七
日
品
川
宅
で
の
出
会
い
の
あ
と
、
三
亥
が
穎
川
仁

十
郎
を
訪
ね
た
の
は
体
調
を
回
復
し
た
六
月
、
「
十
七
日
。
午
前
書
ヲ

學
ブ
。
未
牌
穎
川
仁
十
郎
ヲ
訪
」
う
て
い
る
。
こ
の
日
は
相
手
が
「
暑

二
侵
サ
レ
病
臥
ニ
テ
遇
ハ
ズ
」
だ
っ
た
が
、
や
が
て
「
穎
川
仁
十
郎
ヲ

訪
フ
」
た
り
「
詩
一
首
ヲ
贈
」
っ
た
り
、
文
人
と
し
て
の
交
際
を
ふ
か

め
た
。

　
長
崎
は
唯
一
外
国
と
の
窓
口
と
し
て
幕
府
直
轄
の
支
配
は
き
び
し

い
。
出
国
の
厳
禁
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
か
り
に
一
冊
の
書
、
一
つ
の
商

品
で
あ
っ
て
も
、
監
視
は
厳
重
で
あ
っ
た
。
唐
館
に
か
か
わ
る
幕
府
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

令
で
は
、
唐
館
へ
出
入
す
る
者
の
所
持
品
は
す
べ
て
コ
構
之
内
江
入

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

候
諸
色
井
外
江
持
出
候
品
々
、
門
番
所
二
而
相
改
之
、
可
申
事
」
な
ど

「
門
番
」
で
の
検
閲
の
対
象
で
あ
っ
た
＾
，
）
。
表
向
き
公
的
に
奉
行
所
が

認
可
し
た
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
一
冊
の
書
籍
で
あ
っ
て
も
、

私
的
に
ひ
そ
か
に
海
商
へ
手
渡
す
ほ
か
な
か
ろ
う
。
輸
入
の
書
籍
に
つ

い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
ら
み
の
厳
重
な
検
閲
が
あ
る
。

　
託
す
相
手
は
海
の
商
人
た
ち
で
あ
る
。
『
全
唐
詩
逸
』
を
だ
れ
に
託

し
た
ら
、
も
っ
と
も
確
実
か
つ
有
効
に
清
国
文
人
界
へ
つ
た
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
こ
れ
も
私
的
に
信
頼
で
き
る
唐
通
詞
に
頼
る
ほ
か
な
か

ろ
う
。
信
頼
関
係
は
、
詩
文
の
応
酬
な
ど
文
人
的
価
値
観
に
も
と
つ
く

交
際
に
か
か
る
。
さ
き
の
穎
川
仁
十
郎
へ
の
「
詩
一
首
ヲ
贈
」
な
ど
も

そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
、
ま
も
な
く
三
亥
は
長
崎
文
人
か
ら
も
唐
通
詞
文

人
か
ら
も
、
新
進
の
書
家
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く

の
人
び
と
に
招
か
れ
、
そ
れ
を
目
当
て
に
集
ま
る
も
の
少
な
か
ら
ず
、

集
ま
っ
た
人
び
と
に
も
ま
た
招
か
れ
る
な
ど
、
文
人
交
際
は
雪
だ
る
ま

式
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

　
体
調
回
復
後
の
六
月
一
ヶ
月
だ
け
で
も
、
「
詩
一
首
ヲ
贈
ル
」
（
6
／

2
）
以
下
、
「
今
村
父
子
ハ
阿
蘭
詳
人
…
談
話
ス
ル
コ
ト
久
シ
」
、
「
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　

論
蓋
キ
ズ
三
更
ニ
シ
テ
帰
ル
」
、
「
文
吉
來
リ
余
が
書
ヲ
乞
フ
」
、
「
來
リ
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テ
書
ヲ
観
ル
モ
ノ
数
人
」
、
「
書
生
数
人
來
リ
談
話
蓋
キ
ズ
」
、
「
談
話
二

更
二
到
ル
」
、
「
談
論
二
更
ヲ
過
グ
」
、
「
午
時
…
訪
ヒ
談
論
盤
キ
ズ
遂
二

宿
ス
」
、
「
席
上
揮
筆
」
、
「
簡
ヲ
投
ジ
テ
余
ヲ
招
キ
蔵
書
書
ヲ
見
セ
シ
ム
」

「
談
話
数
刻
。
午
前
客
居
二
帰
ル
」
（
6
／
2
4
）
な
ど
が
つ
づ
く
。

　
米
庵
の
方
か
ら
の
訪
問
も
精
力
的
だ
っ
た
。
同
じ
六
月
「
（
1
8
日
）
午

前
吉
川
生
を
訪
フ
。
午
後
大
槻
民
治
ヲ
尋
ヌ
。
又
清
河
源
十
郎
ヲ
訪
ヒ

遇
ハ
ズ
。
今
村
猶
四
郎
ヲ
訪
ヒ
又
遇
ハ
ズ
。
良
助
ヲ
訪
ヒ
テ
談
話
ス
。

夜
二
入
リ
石
崎
融
思
ヲ
訪
ヒ
談
論
二
更
ヲ
過
グ
」
の
よ
う
に
、
朝
か
ら

晩
ま
で
訪
問
～
談
論
つ
づ
き
の
日
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
通
詞
文
人
や
長
崎
文
人
の
あ
い
だ
で
三
亥
の
評
価
が
高
ま

る
な
か
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
の
機
会
が
め
ぐ
っ
て
き
た
。

　
〈
2
＞
『
全
唐
詩
逸
』
、
穎
川
仁
十
郎
か
ら
海
商
「
張
秋
琴
」
へ

　
つ
い
に
三
亥
は
日
記
に
、
「
（
6
月
）
廿
三
日
。
朝
穎
川
仁
十
郎
ヲ
訪

ヒ
詩
逸
一
事
ヲ
談
ズ
」
と
記
し
た
。
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
の
下
相
談
か
、

手
渡
し
た
か
。
そ
の
日
は
つ
づ
け
て
「
柳
隆
山
ヲ
訪
フ
、
午
後
今
村
二

到
リ
三
島
良
吉
二
遇
フ
。
席
上
揮
筆
。
日
暮
楢
林
ヲ
訪
ヒ
テ
家
二
帰
ル
」

な
ど
多
彩
な
文
人
交
際
の
一
日
で
あ
っ
た
。

　
仁
十
郎
へ
の
訪
問
の
回
数
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
あ
と
も
「
（
7
月
）

廿
四
日
。
…
薄
晩
穎
川
仁
十
郎
二
至
ル
、
偶
末
次
二
遇
ヒ
談
話
二
更
帰

路
…
」
が
み
え
る
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
末
次
氏
か
ら
も
「
末
次
書
ヲ
投
」

じ
て
き
た
。
乙
名
ら
長
崎
町
役
と
の
交
際
に
よ
る
信
頼
も
ふ
か
ま
っ
た

で
あ
ろ
う
。
目
的
と
す
る
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
の
条
件
が
、
さ
ら
に
と

と
の
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
通
詞
と
の
交
際
で
は
、
唐
船
や
唐
館
あ
る
い
は
蘭
館
の
見
学
も
多
く

な
る
。
同
じ
く
六
月
、
さ
き
の
蘭
通
詞
「
今
村
文
吉
」
と
同
道
で
「
大

徳
寺
二
上
リ
唐
船
ヲ
望
ミ
又
門
前
二
到
ル
。
是
日
唐
船
三
艘
入
津
シ
唐

館
甚
ダ
喧
シ
」
な
ど
、
風
向
き
で
唐
船
入
港
さ
か
ん
な
よ
う
す
を
見
聞

し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
文
吉
云
フ
午
後
阿
蘭
人
出
島
ノ
館
ヲ
出
デ
ロ
ロ

ヲ
観
ル
ト
。
遂
二
共
二
行
ク
」
な
ど
、
出
島
の
中
に
も
入
っ
て
い
る
。

中
村
作
五
郎
（
未
詳
。
中
村
・
今
村
と
の
出
会
い
は
頻
繁
で
あ
る
）
に
も
書
簡
で
さ
そ
わ
れ
、
「
聖
福
寺

書
豊
ヲ
曝
ス
ト
。
遂
二
行
イ
テ
見
ル
」
な
ど
、
長
崎
な
ら
で
は
の
文
物

見
学
も
み
え
る
。
聖
福
寺
は
、
黄
葉
宗
の
名
刹
で
、
胡
兆
新
が
二
の
日

に
出
張
診
療
す
る
場
所
。
後
日
「
（
7
月
）
廿
二
日
。
梅
眞
ト
聖
福
寺
二

至
リ
胡
兆
新
二
訪
ヒ
テ
筆
談
」
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
記
事
は
簡
潔
で
『
全
唐
詩
逸
』
の
記
載
も
さ
き
の
六
月
廿
三
日
条
に

み
え
る
だ
け
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
全
唐
詩
逸
』
は
す
で
に
三
亥
か

ら
穎
川
仁
十
郎
に
手
渡
さ
れ
た
。
仁
十
郎
は
、
折
か
ら
季
節
風
に
の
っ

て
何
隻
も
が
入
港
す
る
喧
燥
の
さ
な
か
、
唐
船
か
唐
館
で
ひ
そ
か
に
、

見
込
ん
だ
海
商
に
『
全
唐
詩
逸
』
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
託
さ
れ
た

海
商
「
張
秋
琴
」
か
ら
仁
十
郎
（
唐
名
公
績
」
「
劉
）
に
宛
て
た
書
簡
が
の
こ
る

（
原
漢
文
）
（
り
。

異
に
唐
人
逸
詩
一
峡
ヲ
恵
マ
ル
。
捧
訥
ノ
下
殊
二
欣
悦
ヲ
深
ク
ス
。

切
二
惟
フ
、
唐
人
ノ
詩
篇
ハ
千
萬
順
ヲ
累
ヌ
。
之
ヲ
千
載
二
傳
ヘ
テ
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『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流
　
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー



学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
七
号

遺
逸
少
カ
ラ
ザ
ラ
ン
。
今
一
旦
ニ
シ
テ
之
ヲ
海
外
二
得
、
樟
ヲ
回
ラ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ス
ノ
時
、
之
ヲ
詩
人
學
士
二
傳
ヘ
ハ
吟
啄
ノ
蝕
貴
國
ノ
才
ヲ
愛
ス
ル

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

眞
二
人
ヲ
シ
テ
仰
企
窮
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
徴
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
。
専
函

鳴
謝
シ
並
二
福
祉
ヲ
候
ス
。

　
公
績
老
生
壁
電
。
晩
張
秋
琴
拝
手
。
（
穎
川
唐
名
は
「
劉
公
績
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
さ
き
に
『
全
唐
詩
逸
』
を
恵
ま
れ
た
が
拝
読
し
て
み
て
「
殊
二
欣
悦

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ヲ
深
」
く
し
た
と
い
い
、
帰
国
し
て
こ
れ
を
「
詩
人
学
士
」
に
伝
え
れ

ば
、
か
な
ら
ず
や
「
吟
啄
ノ
醸
貴
国
ノ
才
ヲ
愛
ス
ル
、
眞
二
人
ヲ
シ
テ

仰
企
窮
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。
一
海
商
が
異
国
の
長

崎
で
、
期
せ
ず
し
て
『
全
唐
詩
逸
』
を
恵
与
さ
れ
、
一
見
た
だ
ち
に
そ

の
文
化
的
価
値
を
直
感
し
た
。
自
国
の
詩
人
・
学
士
た
ち
が
日
本
の
学

才
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
価
値
あ
る
書
籍
を
、
自
分
の
船
で
渡
清
さ
せ
る

…
、
そ
の
文
化
的
使
命
感
を
素
直
な
感
動
で
表
現
し
て
い
る
。
張
秋
琴

は
「
海
商
文
人
」
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

　
海
商
文
人
は
、
科
挙
に
よ
る
士
大
夫
層
か
ら
み
れ
ば
、
一
種
庶
民
文

人
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
在
村
文
人
ら
が
そ
の
価
値
を
見
抜

い
て
版
費
を
提
供
し
出
版
せ
し
め
た
『
全
唐
詩
逸
』
は
、
同
じ
よ
う
に

庶
民
層
た
る
海
商
文
人
が
価
値
を
認
め
、
渡
清
が
実
現
し
た
。
た
が
い

に
見
知
ら
ぬ
ま
ま
の
間
接
な
が
ら
、
た
だ
ひ
と
つ
文
人
的
価
値
観
だ
け

に
よ
る
か
か
わ
り
で
む
す
び
つ
い
て
い
た
。
目
に
み
え
ぬ
ア
ジ
ア
文
化

循
環
網
が
、
両
庶
民
層
に
ま
で
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
端

を
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
読
み
と
っ
て
お
き
た
い
。

　
三
亥
と
張
秋
琴
が
直
接
に
出
会
っ
た
記
録
は
み
え
な
い
。
三
亥
の
言

及
も
な
い
。
す
べ
て
穎
川
仁
十
郎
が
、
ひ
そ
か
に
事
を
運
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。
三
亥
か
ら
穎
川
仁
十
郎
へ
渡
さ
れ
た
『
全
唐
詩
逸
』
は
、
お
そ

ら
く
き
び
し
い
唐
館
禁
令
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に
し
て
、
私
的
に
張
秋

琴
へ
手
渡
さ
れ
、
ま
も
な
く
の
出
帆
に
よ
っ
て
渡
清
し
た
の
で
あ
る
。

　
〈
3
＞
海
商
文
人
「
張
秋
琴
」

　
海
商
と
し
て
の
張
秋
琴
の
文
人
振
り
は
、
文
化
元
年
八
月
出
立
の
三

亥
と
入
れ
替
わ
り
の
よ
う
に
銅
座
御
用
で
九
月
に
長
崎
入
り
し
た
「
大

田
南
畝
」
の
諸
記
録
、
さ
ら
に
十
年
後
の
文
化
十
年
、
長
崎
奉
行
「
牧

野
成
傑
」
の
「
幕
賓
」
と
し
て
長
崎
入
り
し
た
「
市
河
寛
齋
」
の
詩
・

文
・
書
簡
な
ど
に
う
か
が
え
る
。

　
大
田
南
畝
の
長
崎
勤
務
は
、
文
化
二
年
九
月
十
日
～
二
年
十
月
十
日
。

何
回
も
出
会
っ
て
多
く
の
記
録
を
の
こ
し
た
。
二
人
の
応
酬
詩
は

へ
い
き

『
薄
寄
唱
和
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
南
畝
詩
集
の
『
杏
園
詩
集
序
』
、
「
海

岳
相
豆
紀
行
雑
詠
序
」
も
張
秋
琴
か
ら
得
て
い
る
。
き
わ
め
て
親
し

い
文
人
交
際
を
つ
づ
け
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
『
薄
寄
唱
和
』
冒
頭
に
は
、
「
張
教
修
　
初
名
省
堂
　
字
秋
琴
　
号

へ
い

薄
寄
主
人
　
又
号
葬
花
庵
」
（
「
捧
」
は
浮
き
草
。
い
か
に
も
海
商
文
人
ら
し
い
）
と
記
さ
れ
る
。
南
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
記
録
す
る
文
化
元
年
入
船
七
艘
に
、
「
船
名
皆
吉
　
子
九
番
船
頭
　
張

秋
琴
　
同
財
副
江
泰
交
　
同
蒋
岳
初
　
同
安
針
役
王
偉
燦
　
同
惣
代
林
建
瑠
」

が
み
え
る
（
H
）
。
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十
年
後
に
長
崎
入
り
し
た
寛
斎
も
、
張
秋
琴
と
の
交
際
記
録
を
詩
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
う
ん
か
く

集
『
瑳
浦
夢
絵
録
』
に
の
こ
し
た
。
張
秋
琴
の
ほ
か
に
江
芸
閣
・
郷
静

岩
・
護
竹
庵
・
沈
綺
泉
・
劉
景
笏
・
劉
夢
澤
ら
の
海
商
文
人
が
み
え

る
。
年
間
入
船
数
を
考
え
れ
ば
、
船
主
（
「
船
頭
」
）
の
多
く
が
、
し
か

る
べ
き
文
人
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
張
秋
琴
」
に
つ
い
て
寛
齋
は
自
宅
宛
て
書
簡
で
「
秋
琴
は
去
ル
年

全
唐
詩
逸
百
絶
筆
に
て
翁
を
存
居
申
候
ゆ
へ
彌
咄
も
出
來
申
候
」
と
記

す
。
『
全
唐
詩
逸
』
を
介
し
て
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に
意
気
投
合
し
、

筆
談
咄
が
盛
り
あ
が
っ
た
ら
し
い
⑫
。

　
江
芸
閣
と
く
ら
べ
る
と
張
秋
琴
は
「
誠
に
船
主
に
て
売
買
方
に
心
配

い
た
し
候
故
、
芸
閣
程
に
も
な
く
候
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
「
両
人
共

に
温
柔
の
質
に
て
筆
談
往
來
面
白
き
事
共
也
」
と
し
て
、
穏
や
か
な
文

人
気
質
の
二
人
と
の
面
白
き
筆
談
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
の
文
才
も

「
芸
閣
は
詩
書
共
に
宜
候
。
此
末
滞
留
中
唱
和
も
可
致
出
約
置
申
候
。

張
秋
琴
も
詩
は
上
手
に
て
候
。
是
又
唱
和
い
た
し
申
候
」
な
ど
と
記
す
。

七
夕
の
宴
で
も
、
張
秋
琴
の
詩
「
七
夕
同
韻
」
が
の
こ
る
蜜
。

　
張
秋
琴
の
文
人
振
り
は
、
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
が
し
め
す
張
秋
琴

宛
の
蘭
軒
書
簡
に
も
読
み
と
れ
る
。
清
朝
考
証
学
に
か
ら
め
、
考
証
医

家
に
つ
い
て
問
う
部
分
を
引
用
し
よ
う
。
（
読
み
下
し
は
鴎
外
）
（
、
）

…
夫
れ
説
書
の
業
は
、
漢
儒
は
訓
詰
に
専
ら
に
、
宋
儒
は
論
説
に
長

ず
。
而
し
て
晋
唐
は
漢
の
末
流
、
元
明
は
宋
の
余
波
な
り
。
貴
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

至
れ
ば
、
則
ち
一
大
信
古
考
拠
の
学
、
涌
然
と
し
て
振
起
し
、
一
古

書
を
注
す
る
に
、
必
ず
異
を
数
本
に
雛
し
、
群
籍
に
考
証
す
。
…
謹

ん
で
問
ふ
、
貴
邦
当
時
の
医
家
者
流
に
、
信
古
考
証
の
学
に
於
て
、

其
の
人
其
の
書
、
何
等
の
者
有
り
や
と
。

　
漢
儒
は
訓
詰
…
、
宋
儒
は
論
説
…
、
晋
唐
は
漢
の
末
流
…
、
元
明
は

宋
の
余
波
…
と
学
史
を
ま
と
め
な
が
ら
清
朝
考
証
学
の
意
義
を
認
め
、

考
証
学
に
す
ぐ
れ
た
医
家
の
名
や
著
作
を
問
う
て
い
る
。
張
秋
琴
は
、

こ
う
し
た
質
疑
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
文
人
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
海
商
文
人
の
い
だ
い
た
寛
齋
像
は
、
張
秋
琴
・
江
芸
閣
連
名

の
「
寛
齋
宛
筆
談
」
に
よ
み
と
れ
る
。
ひ
ろ
く
日
本
文
人
観
を
し
め
す

も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　
「
巫
日
藩
儒
林
。
清
風
南
袖
。
蘭
玉
成
行
。
更
可
欣
者
。
梯
雲
直
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
の
ぞ

必
爲
廟
堂
美
器
…
」
、
解
読
は
む
ず
か
し
い
が
、
「
巫
日
ん
で
儒
林
へ
藩
み
、

清
風
爾
袖
、
蘭
玉
に
（
君
子
の
よ
・
つ
に
）
成
り
行
く
。
更
に
欣
ぶ
可
き
は
、
梯
雲

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

直
上
、
必
ず
や
廟
堂
の
美
器
と
爲
ら
ん
」
と
読
め
よ
う
か
。
つ
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
わ
た
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
た
だ
素
よ
り
文
行
に
嘉
言
あ
り
。
布
り
て
崎
陽
に
満
つ
。
こ
れ
府
幕

之
席
を
以
っ
て
固
よ
り
宜
し
き
所
の
み
」
と
し
な
が
ら
、
「
…
秋
等
唐
山

よ
り
と
錐
も
、
然
し
て
ま
た
未
だ
嘗
て
學
問
せ
ず
。
儀
表
（
手
本
の
こ
と
）
に

あ
お
ぎ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
え
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

謄
る
を
得
る
、
欣
感
に
勝
ず
。
並
べ
て
寛
齋
老
先
生
の
指
教
を
請
け
ん
」

と
結
ぶ
。
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『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流
－
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー
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寛
齋
の
学
才
と
文
才
詩
才
を
賞
賛
し
な
が
ら
、
そ
の
文
化
的
影
響
が

長
崎
中
に
ゆ
き
わ
た
り
「
幕
賓
」
と
し
て
宜
し
き
を
得
た
…
、
自
分
た

ち
は
唐
か
ら
き
た
が
正
式
な
学
問
は
修
め
て
い
な
い
…
、
ぜ
ひ
寛
齋
先

生
を
手
本
に
し
て
教
え
を
う
け
た
い
…
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
寛
齋
像

は
、
さ
き
み
た
十
年
前
『
全
唐
詩
逸
』
を
託
さ
れ
た
と
き
の
張
秋
琴
書

簡
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
府
幕
之
席
」
へ
の
言
及
が
み
え
る
が
、
海
商
に
と
っ
て
寛
齋
が

「
幕
賓
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
「
筆
談
往
來
面
白
き
事
」

と
い
え
た
の
も
、
幕
賓
つ
ま
り
特
権
文
人
と
し
て
遇
せ
ら
れ
た
こ
と
が

基
礎
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
前
掲
（
2
）
末
尾
参
照
）
。

　
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
海
商
文
人
か
ら
み
た
寛
齋
は
、

平
生
交
際
す
る
通
詞
文
人
や
一
般
の
長
崎
文
人
を
は
る
か
に
こ
え
る
存

在
で
あ
っ
た
。
自
国
の
「
詩
人
学
士
」
ら
が
「
仰
企
窮
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
」

よ
う
な
「
貴
国
ノ
才
」
で
あ
り
、
海
商
文
人
み
な
「
寛
齋
老
先
生
の
指

教
を
請
け
ん
」
と
い
う
ほ
ど
の
超
一
級
の
日
本
文
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
海
商
文
人
ら
に
厚
く
遇
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
つ
い
に
寛
斎
は
、
か
れ
ら
か
ら
「
此
度
帰
帆
に
は
同
道
致
申
度
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
申
し
出
ま
で
う
け
た
。
み
ず
か
ら
も
「
誠
に
近
頃
は
唐
人
の
様
に
相

成
候
心
持
…
」
と
記
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清

以
来
の
寛
斎
に
対
す
る
高
い
評
価
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
寛
斎
と
海
商
文
人
の
交
流
の
詳
細
は
別
稿
と
し
、
こ
こ
で
は
、

『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
を
実
行
し
た
海
商
文
人
「
張
秋
琴
」
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
み
る
に
と
ど
め
る
。

V
．
市
河
三
亥
と
長
崎
文
人
の
交
流

　
く
1
V
そ
の
後
の
三
亥
、
長
崎
文
人
と
の
交
流

　
そ
の
後
の
三
亥
の
動
き
を
み
よ
う
。
七
月
に
は
い
る
と
、
終
日
「
揮

筆
ニ
テ
出
デ
ズ
」
（
7
／
2
3
）
は
じ
め
、
「
（
購
礁
）
額
字
三
通
出
來
」
、

「
…
書
論
ヲ
講
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
乞
フ
、
遂
二
諾
シ
テ
他
日
ヲ
ト
ス
」
な
ど
、

書
家
と
し
て
の
活
動
が
多
く
な
る
。

　
大
寺
に
ま
ね
か
れ
れ
ば
、
「
（
8
月
）
六
日
。
巳
牌
大
徳
寺
二
至
ル
、

主
僧
余
ヲ
招
キ
テ
揮
筆
・
ヲ
乞
フ
ナ
リ
、
屏
風
十
二
曲
及
ビ
小
障
数
曲
ヲ

書
シ
テ
後
天
満
宮
ノ
額
ヲ
書
ス
」
な
ど
、
障
屏
や
額
の
揮
毫
を
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
「
坐
中
來
ル
者
聖
無
動
寺
、
林
田
六
郎
兵
衛
、
是
モ
亦

書
ヲ
乞
フ
、
初
更
帰
ル
」
な
ど
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
び
と
か
ら
も
乞

わ
れ
て
揮
毫
大
会
の
よ
う
に
も
な
る
。
「
（
8
月
）
七
日
。
…
聖
無
上
人

來
リ
余
ヲ
引
キ
テ
林
田
二
至
リ
書
書
亨
見
セ
シ
ム
」
な
ど
書
画
の
鑑
賞

あ
る
い
は
鑑
定
も
乞
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
た
さ
ら
に
書
の
講
義
を
求
め

ら
れ
、
「
書
論
ヲ
講
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
是
夜
勧
講
」
な
ど
に
ひ
ろ
が

る
。
書
家
文
人
と
し
て
の
評
判
は
、
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
通
詞
文
人
と
の
交
際
も
、
唐
通
詞
で
は
穎
川
仁
十
郎
の
ほ
か
「
彰
城

仁
兵
衛
」
、
蘭
通
詞
で
は
さ
き
の
今
村
金
兵
衛
・
文
吉
父
子
の
ほ
か

「
吉
尾
六
四
郎
」
と
も
会
っ
て
い
る
。
今
村
金
兵
衛
の
自
宅
に
招
か
れ
、

座
中
の
「
島
原
侯
儒
臣
伊
藤
良
助
」
と
も
「
談
論
蓋
キ
ズ
、
三
更
ニ
シ

テ
帰
ル
」
な
ど
、
通
詞
文
人
を
介
し
て
の
交
際
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
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長
崎
警
護
に
き
て
い
る
諸
藩
士
と
の
つ
き
あ
い
も
「
久
留
米
聞
役
坪
池

八
左
衛
門
二
從
ヒ
テ
蘭
船
ヲ
巡
覧
ス
、
用
達
井
上
悦
右
衛
門
大
世
話
ナ

リ
」
な
ど
が
つ
づ
く
。

　
長
崎
で
は
通
詞
文
人
が
、
海
商
文
人
は
も
ち
ろ
ん
警
備
所
に
勤
番
す

る
諸
藩
の
武
家
文
人
や
長
崎
入
り
の
遊
歴
文
人
な
ど
、
ひ
ろ
く
文
人
交

際
の
と
り
も
ち
役
・
か
な
め
役
を
は
た
し
て
い
た
ら
し
い
。
長
崎
会
所

の
メ
ン
バ
ー
も
同
じ
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
亥
と
会
所
の
腹
巻
要
八
と

の
出
会
い
は
頻
繁
で
、
唐
人
の
墓
参
行
事
の
見
学
で
は
、
「
（
8
月
）
十

日
。
腹
巻
ト
悟
眞
寺
二
到
ル
、
是
日
唐
客
墓
ヲ
拝
ス
。
凡
ソ
來
ル
モ
ノ

六
十
一
人
、
中
ニ
ツ
キ
テ
名
ア
ル
モ
ノ
ハ
劉
培
原
、
王
竹
齋
ナ
リ
」
と

み
え
る
。
海
商
文
人
の
「
名
ア
ル
モ
ノ
」
た
ち
と
も
、
何
ら
か
の
交
歓

を
も
っ
た
ら
し
い
。

　
胡
兆
新
と
は
そ
の
後
も
、
「
（
7
月
）
廿
七
日
。
梅
眞
二
從
ヒ
崇
福
寺

二
至
リ
胡
兆
新
二
遇
ヒ
談
話
ス
」
、
「
（
8
月
）
二
日
。
胡
兆
新
聖
福
寺
二

出
ヅ
。
余
亦
対
話
ス
」
、
「
（
同
）
七
日
。
…
午
飯
畢
リ
崇
福
寺
二
至
リ

胡
兆
新
ト
対
話
筆
談
良
久
シ
」
な
ど
、
聖
福
寺
で
の
出
診
日
に
あ
わ
せ

た
り
も
し
て
回
を
か
さ
ね
て
い
る
。
そ
の
筆
談
の
紙
片
に
つ
い
て
『
米

庵
伝
』
は
「
筆
談
は
書
論
に
関
す
る
も
の
の
み
が
存
し
た
」
と
記
す
。

対
話
筆
談
の
ほ
と
ん
ど
が
書
論
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
書
家
「
米
庵
」

三
亥
が
胡
兆
新
と
の
筆
談
で
得
た
も
の
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
帰
郷
が
近
づ
く
と
「
（
8
月
）
九
日
。
…
兆
新
額
字
モ
亦
末
次
ヨ
リ
來

ル
」
な
ど
、
胡
兆
新
の
揮
毫
に
よ
る
扁
額
が
、
末
次
を
と
お
し
て
届
い

て
い
る
。
額
は
「
龍
飛
風
舞
の
四
字
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
「
小
山

林
堂
」
（
米
庵
の
書
斎
名
）
の
額
が
現
存
す
る
（
、
〉
。

　
せ
ま
い
長
崎
に
は
、
つ
ね
に
地
元
文
人
・
通
詞
文
人
・
海
商
文
人
ら

が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
招
聰
の
清
国
文
人
や
全
国
各
地
の

遊
歴
文
人
が
く
わ
わ
る
。
そ
こ
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
濃
密
な
文
人
交

際
と
文
物
交
流
な
ど
、
長
崎
の
文
化
刺
激
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
長

崎
を
訪
れ
た
遊
歴
文
人
が
の
こ
す
紀
行
・
詩
集
・
俳
文
の
題
に
は
、

「
慶
浦
」
（
長
崎
の
美
称
）
や
「
西
遊
」
を
ふ
く
む
も
の
が
多
い
（
『
国
書
総
目

録
』
で
お
よ
そ
「
項
浦
」
2
6
種
（
地
誌
類
を
除
き
）
、
「
西
遊
」
2
6
種
）
。
こ
の
ほ

か
の
も
の
も
ふ
く
め
、
遊
歴
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
の
一
つ
が
、
こ
れ
ら

長
崎
特
有
の
文
化
刺
激
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
三
亥
は
帰
郷
出
立
の
前
日
も
、
「
（
8
月
）
十
五
日
晴
。
穎
川
・
腹

巻
・
柳
・
彰
城
ヲ
訪
ヒ
品
川
作
太
二
至
ル
。
吉
川
ヲ
訪
フ
、
吉
川
平
戸

へ
発
ス
期
朝
日
ニ
ア
リ
、
余
モ
亦
將
二
発
セ
ン
ト
ス
。
談
話
蓋
キ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

帰
リ
ニ
中
村
・
平
尾
ヲ
訪
ヒ
品
川
二
帰
ル
、
諸
君
別
ヲ
告
グ
ル
モ
ノ
多

ヘ

シ
」
な
ど
、
別
れ
惜
し
む
交
歓
の
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
て
い
る
。
穎
川
訪

問
は
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
の
礼
で
あ
ろ
う
か
。

〈
2
＞
三
亥
の
江
戸
帰
郷
と
長
崎
文
人
の
饅
別

　
三
亥
は
、
江
戸
帰
郷
に
あ
た
っ
て
多
く
の
長
崎
文
人
か
ら
饅
別
の
品

を
う
け
た
。
い
か
に
も
長
崎
ら
し
い
も
の
が
多
い
が
、
の
ち
の
ち
ま
で

三
亥
が
貴
重
視
し
、
図
録
類
に
の
こ
し
た
も
の
を
み
よ
う
。
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学
習
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第
七
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ま
ず
明
人
「
魏
九
官
」
子
孫
で
唐
通
詞
の
鐘
鹿
氏
（
日
本
名
「
助
五
郎
」
）
か
ら

贈
ら
れ
た
の
は
中
国
産
の
名
筆
。
な
が
ら
く
愛
用
し
た
三
亥
は
、
の
ち

『
善
叢
文
房
圖
録
』
に
筆
図
を
の
こ
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
胡
兆
新
の

筆
な
ど
、
記
録
に
の
こ
し
た
文
房
具
類
は
多
い
。

　
最
も
貴
重
だ
っ
た
の
は
、
さ
き
の
品
川
氏
か
ら
の
贈
物
で
あ
ろ
う
。

三
亥
は
、
品
川
父
子
か
ら
一
家
あ
げ
て
の
歓
待
を
う
け
た
、
そ
の
別
れ

の
心
情
を
「
多
謝
交
情
切
、
賠
然
讐
涙
流
…
」
な
ど
と
詠
う
が
、
と
く

に
「
翁
」
の
饅
別
「
明
神
宗
皇
帝
農
翰
金
字
妙
沙
経
」
の
貴
重
さ
に

つ
い
て
『
小
山
林
堂
書
画
圖
録
』
・
『
米
庵
先
生
百
古
』
な
ど
で
繰
り
返

し
言
及
す
る
。
（
酋
ま
ず
『
小
山
林
堂
書
画
圖
録
』
に
こ
う
記
す
（
原

漢
文
）
。

…
則
ち
帝
の
書
に
お
け
る
固
よ
り
贅
を
待
た
ず
、
余
初
め
魯
公
多
賓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

塔
碑
を
學
ぶ
。
こ
の
帖
を
獲
る
に
及
ん
で
熟
臨
す
る
に
藪
百
、
過
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
楷
法
に
於
い
て
頗
る
得
る
あ
る
を
覧
ゆ
。
鳴
呼
希
世
の
寳
、
海
外

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
あ
む
　

萬
里
輻
じ
て
余
に
帰
し
余
が
書
學
を
概
成
す
。
一
た
び
之
を
臨
す
る

毎
に
、
未
だ
嘗
て
翁
の
厚
誼
を
感
ぜ
ず
ば
あ
ら
ず
…
」

　
長
崎
ゆ
え
に
流
入
し
た
「
希
世
の
宝
」
が
、
つ
い
に
「
海
外
萬
里
転

じ
て
」
み
ず
か
ら
の
も
の
と
な
り
、
臨
す
る
こ
と
数
百
回
、
楷
書
の
書

法
に
得
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
つ
い
に
自
分
の
書
学
を
編
み
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
「
金
字
妙
沙
経
」
の
書
体
は
、
す
で
に
『
全
唐
詩
逸
』
版

下
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
米
庵
特
有
の
端
麗
な
楷
書
に
酷
似
し
て
い

る
。
自
身
の
楷
書
の
書
法
に
よ
く
似
な
が
ら
、
な
お
こ
れ
を
超
え
る
技

の
書
を
み
た
感
激
を
、
長
い
前
書
き
の
詩
「
題
明
神
宗
皇
帝
農
翰
金
字

妙
沙
経
」
に
詠
っ
て
い
る
。
『
米
庵
先
生
百
古
』
か
ら
前
書
き
冒
頭
部

を
み
よ
う
（
原
漢
文
）
。

文
化
紀
元
甲
子
夏
、
余
、
崎
陽
に
遊
び
、
品
川
翁
を
主
と
す
。
翁
、

余
を
遇
す
る
に
甚
だ
厚
く
、
別
に
臨
ん
で
、
贈
る
に
此
経
を
以
て
し

て
い
わ
く
、
是
は
祖
先
海
に
航
し
獲
す
る
所
に
し
て
蔵
す
で
に
二
百

ヘ
　
　
　
へ

年
鯨
、
今
将
に
君
に
與
え
て
別
れ
ん
と
す
。
再
會
は
期
し
難
し
。
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
以
て
饅
と
為
す
と
。
今
を
距
つ
る
こ
と
殆
ど
五
十
年
、
実
に
余
が

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

家
の
第
一
の
秘
藏
と
為
す
。
－

　
品
川
氏
先
祖
が
航
海
で
入
手
し
た
愛
蔵
二
百
年
の
品
で
あ
る
こ
と
、

三
亥
と
の
再
会
期
し
が
た
き
別
れ
に
臨
ん
で
饅
と
し
た
こ
と
、
米
庵
秘

蔵
五
十
年
の
第
一
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
記
す
。

　
つ
づ
く
詩
で
は
こ
う
詠
う
。
長
崎
に
入
っ
て
か
ら
「
佛
刹
商
家
に
奮

物
を
捜
す
。
奇
品
見
ず
し
て
意
個
個
た
り
…
」
な
ど
、
佛
刹
や
商
家
に

旧
物
を
さ
が
し
た
が
奇
品
な
く
内
心
あ
き
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
「
川

翁
別
れ
に
臨
み
手
ず
か
ら
箱
を
開
」
い
て
「
此
経
を
我
に
饅
」
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
い
ず
い

れ
た
…
、
目
に
し
た
瞬
間
「
驚
喜
し
て
拝
展
し
心
喘
儲
…
」
、
あ
ま
り
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の
驚
喜
に
心
お
の
の
く
ば
か
り
…
。
そ
の
見
事
さ
を
「
泥
金
三
百
幾
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

字
。
楷
法
森
嚴
大
寸
鯨
。
一
室
絃
耀
皆
を
裂
く
に
似
た
り
」
と
詠
い
あ

げ
た
。

　
は
じ
め
て
「
金
を
貴
び
て
佛
典
を
篤
す
を
知
る
」
こ
と
と
も
な
り
、

　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

金
字
は
「
極
て
嚴
荘
。
神
物
我
に
到
り
て
霊
有
る
を
覧
ゆ
」
と
詠
嘆
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

く
り
か
え
す
。
紙
質
と
紺
青
の
地
に
つ
い
て
も
「
紙
は
甕
青
を
用
い
滑

し
て
光
る
。
轟
食
は
字
を
避
け
敢
え
て
傷
つ
け
ず
」
と
感
嘆
す
る
。

　
の
ち
「
米
庵
」
三
亥
の
門
弟
ら
は
、
こ
の
法
帖
に
つ
い
て
語
る
師
の

言
を
つ
た
え
た
。
「
楷
書
の
初
め
唐
の
顔
魯
公
原
拓
多
寳
塔
碑
帖
を
專

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
學
」
ん
で
い
た
が
「
墨
帖
の
眞
蹟
に
遠
き
こ
と
を
憾
み
」
に
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
長
崎
で
「
品
川
何
某
に
留
滞
し
、
…
紺
地
金
泥
に
佛
像

を
書
ぎ
楷
書
の
字
方
寸
ば
か
り
の
書
」
を
熟
覧
、
そ
の
「
筆
力
雄
勤
、

書
法
は
顔
に
微
ひ
て
、
一
貼
一
書
意
至
り
筆
到
り
、
凡
力
の
及
ぶ
べ
き

に
非
ず
」
を
知
り
、
「
此
に
於
て
墨
帖
と
眞
蹟
と
の
相
違
せ
る
を
悟
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

っ
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
常
々
「
東
蹄
の
後
苦
心
此
眞
蹟
を
學
び
得
て

楷
書
大
に
進
み
、
筆
力
を
得
ら
れ
た
り
…
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
前
掲
（
8
）
）

　
ふ
だ
ん
み
な
れ
た
写
し
に
よ
る
法
帖
と
ま
っ
た
く
異
な
る
、
「
真
蹟
」

に
学
ぶ
重
大
さ
を
悟
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
米
庵
」
三
亥
の
大
成
に

は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
ろ
く
幕
末
書
道
界
に
あ
た
え
た
影
響
は
大
き
か
ろ
う
。

品
川
氏
の
饅
別
「
明
神
宗
金
字
妙
沙
経
」
の
授
受
も
、
一
つ
の
小
文
化

事
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
文
物
は
、
書
籍
や
自
糸
な
ど
公
的
な
検
閲
ル
ー
ト
と
は
別

の
、
い
わ
ば
私
的
ル
ー
ト
で
長
崎
へ
流
入
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
の
「
祖
先
の
海
外
に
獲
」
し
た
書
蹟
の
よ
う
に
、
所
蔵
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
を
熟
知
し
、
価
値
を
知
り
う
る
も
の
だ
け
に
見
せ
る
に

と
ど
め
て
、
長
年
に
わ
た
り
保
護
し
て
き
た
。

　
「
希
世
の
宝
」
が
「
海
外
萬
里
転
じ
て
」
長
崎
に
入
り
、
「
文
人
的

価
値
観
」
に
さ
さ
え
ら
れ
て
多
く
が
秘
蔵
さ
れ
つ
つ
滞
留
す
る
。
長
崎

は
一
種
「
文
化
ダ
ム
」
を
な
し
て
い
た
。
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か

け
で
長
崎
を
は
な
れ
、
各
地
に
ひ
ろ
が
る
。
そ
こ
に
何
ら
か
画
期
を
な

す
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
文
化
事
件
を
な
す
。

　
列
島
で
た
だ
一
つ
外
交
を
封
じ
込
め
た
長
崎
、
そ
の
表
の
政
治
世
界

に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
、
私
的
ル
ー
ト
に
か
く
れ
た
日
清
交
流
や
文
化
事

件
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
量
。
三
亥
を
め
ぐ
る
『
全
唐
詩
逸
』
と

「
明
神
宗
金
字
妙
沙
経
」
の
動
き
は
、
そ
の
一
端
を
し
め
し
て
い
る
。

〈
3
＞
お
わ
り
に
1
東
ア
ジ
ア
の
文
人
的
価
値
観
1

　
『
全
唐
詩
逸
』
の
渡
清
で
は
、
ま
ず
一
般
多
数
の
長
崎
文
人
が
そ
の

価
値
を
よ
く
理
解
し
協
力
し
た
。
さ
ら
に
新
進
の
書
家
と
し
て
の
才
を

高
く
評
価
し
、
弟
子
入
り
や
書
論
の
教
授
も
つ
づ
い
た
。
「
米
庵
」
三

亥
を
見
込
ん
で
、
舶
載
さ
れ
長
崎
に
滞
留
す
る
貴
重
な
書
画
・
真
筆
・

法
帖
・
名
筆
が
、
惜
し
げ
も
な
く
贈
呈
さ
れ
た
。

　
通
詞
文
人
ら
も
詩
文
の
交
歓
や
唐
船
・
唐
館
あ
る
い
は
蘭
館
の
見
学

な
ど
で
交
際
を
ふ
か
め
た
。
穎
川
仁
十
郎
は
、
『
全
唐
詩
逸
』
を
海
商

一55一

『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流
－
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー



学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
七
号

に
手
渡
す
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。

　
海
商
文
人
も
、
士
大
夫
層
は
こ
と
な
る
庶
民
層
な
が
ら
、
南
畝
や
寛

斎
ら
日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
文
人
と
も
対
等
に
交
際
し
う
る
、
高
い
文
化

レ
ベ
ル
を
も
っ
て
い
た
。
張
秋
琴
は
『
全
唐
詩
逸
』
を
み
て
た
だ
ち
に

そ
の
価
値
を
み
と
め
、
文
化
的
使
命
感
を
も
っ
て
渡
清
を
実
行
し
た
。

的
確
に
も
日
本
研
究
の
文
人
「
翁
廣
平
」
へ
、
さ
ら
に
「
飽
濠
飲
」
へ
、

清
国
文
人
界
へ
、
も
っ
と
も
確
実
な
ル
ー
ト
へ
つ
た
え
て
力
量
を
発
揮

し
た
。

　
海
商
レ
ベ
ル
を
こ
え
る
高
位
の
文
人
が
く
れ
ば
、
唐
医
文
人
「
胡
兆

新
」
の
よ
う
に
、
医
・
書
ほ
か
多
方
面
に
わ
た
っ
て
多
く
の
日
本
文
人

が
学
ん
だ
。
書
で
の
三
亥
も
ふ
く
め
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
で
な
ん
ら
か
の

文
化
的
画
期
を
も
た
ら
す
よ
う
な
小
文
化
事
件
を
な
し
た
⑫
。

　
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
に
普
遍
す
る
「
文
人
的
価
値
観
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

を
も
つ
も
の
同
士
の
、
私
的
な
文
人
交
際
や
文
物
贈
答
の
交
流
網
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
発
端
と
な
る
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
は
、
在
村
文
人

の
版
費
拠
出
に
は
じ
ま
る
。
在
村
文
人
が
そ
の
意
義
を
見
抜
い
て
版
費

を
拠
出
し
た
『
全
唐
詩
逸
』
、
そ
の
価
値
を
通
詞
文
人
・
海
商
文
人
ら

も
同
じ
よ
う
に
見
抜
い
て
協
力
し
た
。
海
商
文
人
と
在
村
文
人
と
の
か

か
わ
り
は
当
然
な
が
ら
直
接
で
は
な
い
が
、
東
ア
ジ
ア
普
遍
の
文
人
的

価
値
観
が
そ
れ
ぞ
れ
に
作
用
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

雅
号
に
よ
る
文
人
交
際
は
、
表
の
公
的
な
政
治
世
界
と
は
異
な
っ
た

次
元
、
陰
の
裏
の
私
的
な
別
世
界
に
、
一
種
対
等
な
世
界
を
な
す
。
公

的
な
表
世
界
で
は
対
面
も
な
ら
な
い
身
分
差
の
も
の
も
、
私
的
に
座
を

な
し
風
雅
交
歓
を
楽
し
む
。
　
在
村
の
村
域
は
も
ち
ろ
ん
、
藩
域
も
国

域
も
こ
え
て
交
流
す
る
。
こ
れ
ら
風
雅
固
有
の
交
流
空
間
を
「
風
雅
世

界
（
雅
号
世
界
）
」
と
よ
ん
で
き
た
。
長
崎
に
お
け
る
文
人
交
流
は
、

ま
さ
に
公
的
な
政
治
世
界
の
「
国
境
」
を
も
こ
え
る
、
私
的
で
一
種
対

等
な
風
雅
世
界
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
長
崎
は
、
政
治
世
界
か
ら
み
れ
ば
、
矛
盾
に
満
ち
た
外
交
を
封
じ
込

め
る
一
種
「
制
外
の
地
」
で
あ
っ
た
套
。
　
そ
の
「
制
外
中
の
制
外
」

と
も
い
う
べ
き
唐
館
は
、
公
的
に
は
長
崎
奉
行
の
き
び
し
い
支
配
と
監

視
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
行
き
か
う
風
雅
世
界
の
文
人

交
流
に
は
、
政
治
世
界
の
文
化
的
溶
解
と
で
も
い
う
べ
き
現
象
が
み
え

る
。
さ
き
の
寛
齋
が
海
商
文
人
ら
に
、
国
境
を
越
え
て
「
此
度
帰
帆
に

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
同
道
致
申
度
」
と
い
わ
れ
、
み
ず
か
ら
も
「
唐
人
の
様
に
相
成
候
心

持
」
と
記
し
た
の
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

　
日
本
の
近
世
社
会
に
は
、
こ
れ
ら
表
の
公
的
な
政
治
世
界
と
陰
の
私

的
な
風
雅
世
界
、
少
な
く
と
も
二
つ
が
、
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら
相
互

に
補
完
し
あ
う
関
係
構
造
が
み
え
か
く
れ
し
て
い
る
。

　
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
、
内
外
の
状
況
で
政
治
世
界

が
く
ず
れ
だ
す
と
、
補
完
し
あ
う
風
雅
世
界
の
文
人
的
価
値
観
に
、
あ

ら
た
な
価
値
へ
向
け
て
の
手
さ
ぐ
り
が
加
わ
る
。
ま
も
な
く
政
治
世
界
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が
一
挙
に
崩
壊
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
文
人
的
価
値
観
の
そ
の
上
に
、

あ
ら
た
な
欧
米
の
文
明
的
価
値
観
を
つ
み
あ
げ
る
動
き
が
あ
ら
わ
れ
よ

う
。

近
世
の
公
的
な
政
治
世
界
と
私
的
な
風
雅
世
界
が
補
完
し
あ
う
形

は
、
一
つ
の
終
焉
を
迎
え
る
。

付

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
度
学
習
院
女
子
大
学
日
本
文
化
学
科
の
後
期
科
目
「
日

本
文
化
交
流
史
H
〈
東
ア
ジ
ア
〉
」
の
第
六
講
を
も
と
に
し
た
。
（
二
〇
〇
四
．

十
二
・
十
五
）

【
補
注
】

（
1
）
以
上
、
在
村
文
人
・
在
村
文
化
に
つ
い
て
は
拙
著
N
O
O
一
『
近
世
の
地
域
と
在
村

　
　
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
文
人
的
価
値
観
と
ア
ジ
ア
循
環
網
に
つ
い
て
は
拙
稿

　
　
b
。
O
O
し
。
「
明
清
文
化
と
日
本
社
会
」
『
日
本
の
時
代
史
1
5
』
高
埜
利
彦
編
。
校
者

　
　
（
版
費
校
者
）
に
つ
い
て
は
拙
稿
卜
。
O
O
畠
「
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・
渡
清
と
日
本

　
　
在
村
文
人
」
（
「
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
」
第
六
号
）
。
上
州
箕
輪
「
漆
園
」
下

　
　
田
衡
に
つ
い
て
は
同
卜
。
O
O
爵
「
『
全
唐
詩
逸
』
と
上
州
の
在
村
文
化
」
（
「
群
馬
文

　
　
化
」
二
七
八
号
）
。
伊
勢
四
日
市
の
池
桐
孫
と
そ
の
在
村
詩
社
に
つ
い
て
は
、

　
　
拙
稿
卜
。
0
8
σ
「
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・
渡
清
を
め
ぐ
る
在
村
文
化
と
東
ア
ジ
ア

　
　
ー
四
日
市
宿
ほ
か
東
海
道
諸
宿
を
中
心
に
ー
」
（
「
民
衆
史
研
究
」
6
9
号
二
〇
〇

　
　
五
年
五
月
掲
載
予
定
）
参
照
。
（
以
下
「
前
稿
」
あ
る
い
は
N
O
8
な
ど
と
略
記
）
。

（
2
）
「
海
商
文
人
」
あ
る
い
は
「
通
詞
文
人
」
な
ど
の
呼
称
は
、
「
業
雅
一
体
」
の
在

　
　
村
文
人
を
「
蚕
種
商
俳
人
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
、
前
稿
か
ら

　
　
使
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
（
1
）
の
前
稿
に
つ
づ
け
、
在
村
文
化
ひ
ろ
く
近
世

　
　
文
化
と
ア
ジ
ア
文
化
循
環
網
と
の
か
か
わ
り
に
視
点
を
お
き
、
『
全
唐
詩
逸
』

　
　
を
め
ぐ
る
在
村
文
人
～
江
戸
文
人
～
長
崎
文
人
～
唐
通
詞
文
人
～
海
商
文
人
を

　
　
つ
な
ぐ
文
人
的
価
値
観
と
交
流
の
実
態
を
さ
ぐ
る
。
在
村
文
化
と
の
か
か
わ
り

　
　
は
間
接
に
と
ど
ま
る
が
、
在
村
文
人
が
そ
の
意
義
を
見
抜
い
て
版
費
を
拠
出
し

　
た
『
全
唐
詩
逸
』
、
そ
の
価
値
を
通
詞
文
人
・
海
商
文
人
ら
が
ど
の
よ
う
に
認

　
識
し
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
で
評
価
し
て
渡
清
に
協
力
し
た
か
、
な
ど
を
以
下

　
で
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
な
お
寛
斎
が
贔
屓
筋
の
牧
野
成
傑
の
長
崎
奉
行
赴
任
の
「
幕
賓
」
と
し
て
文

　
化
十
年
に
長
崎
入
り
し
た
と
き
の
文
人
交
際
や
文
物
入
手
、
そ
れ
に
幕
政
外
交

　
　
の
砦
と
も
い
う
べ
き
長
崎
奉
行
が
ど
の
よ
う
か
か
わ
っ
た
か
、
奉
行
を
頻
繁
に

　
交
代
歴
任
す
る
旗
本
の
私
領
支
配
と
そ
の
領
民
（
在
村
文
人
も
ふ
く
む
）
に
と

　
　
っ
て
長
崎
在
任
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
、
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用

　
意
し
て
い
る
。

（
3
）
三
亥
『
西
遊
日
記
』
（
仮
称
）
は
市
河
家
所
蔵
か
。
孫
の
市
河
三
陽
は
別
に
遊

　
歴
中
の
詩
集
「
西
征
稿
」
が
あ
っ
た
と
も
い
う
。
『
国
書
総
目
録
』
で
は
題
名

　
　
「
西
遊
小
草
」
で
「
漢
学
者
著
作
目
録
」
に
あ
る
、
と
の
み
記
す
。
原
本
は
関

　
　
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
市
川
三
陽
「
市
河
米
庵
傳
」

　
　
（
女
「
萬
幾
校
」
、
「
東
洋
文
化
」
第
一
七
一
～
一
八
五
号
、
　
九
三
九
～
四
〇

　
　
年
。
以
下
『
米
庵
伝
』
）
所
収
の
「
読
み
下
し
文
」
を
引
用
す
る
。

（
4
）
一
部
は
拙
稿
卜
。
O
宝
げ
参
照
。

（
5
）
市
河
三
陽
『
市
河
寛
斎
先
生
』
（
以
下
『
寛
斎
先
生
』
）
所
載
。
と
く
に
伊
勢
四

　
　
日
市
で
の
顛
末
「
池
五
山
…
是
事
を
聞
く
に
及
び
て
乃
ち
僕
に
刻
し
て
傳
へ
ん

　
　
こ
と
を
勧
む
」
な
ど
、
前
稿
で
あ
き
ら
か
に
し
た
出
版
に
い
た
る
経
過
を
別
の

　
　
言
い
方
で
伝
え
て
い
る
。

（
6
）
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
（
1
）
前
稿
参
照
。

（
7
）
西
琴
石
『
長
崎
古
今
学
芸
書
画
博
覧
』
。

（
8
）
樋
口
銅
牛
は
『
市
河
三
亥
傳
』
書
苑
第
九
号
。
野
口
勝
一
は
「
絵
画
叢
誌
」
第

　
　
一
九
四
巻
、
明
治
三
六
年
三
月
。

（
9
）
「
定
　
一
兼
而
定
置
役
人
之
外
、
二
之
門
よ
り
内
江
出
入
、
停
止
之
事
、
一
唐

　
　
人
手
廻
り
二
相
交
、
商
売
物
有
之
候
ハ
・
、
留
罎
可
申
出
事
、
一
構
之
内
江
入

　
　
候
諸
色
井
外
江
持
出
候
品
々
、
門
番
所
二
而
相
改
之
、
可
申
事
」
（
正
徳
元
辛

　
　
卯
十
月
［
徳
川
禁
令
考
］
）
検
閲
の
実
情
の
記
録
も
あ
る
。

（
1
0
）
張
秋
琴
書
簡
、
『
寛
齋
先
生
』
所
掲
。

（
1
1
）
南
畝
史
料
は
『
大
田
南
畝
全
集
』
（
岩
波
書
店
一
九
八
五
～
二
〇
〇
〇
年
）
お
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『
全
唐
詩
逸
』
を
め
ぐ
る
長
崎
の
日
清
文
化
交
流
－
文
化
元
年
の
市
河
三
亥
を
中
心
に
ー



学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
七
号

　
　
よ
び
「
蜀
山
人
未
刊
資
料
集
』
ゆ
ま
に
書
房
一
九
八
四
年
。
『
薄
寄
唱
和
』
は

　
　
［
国
会
鴉
軒
三
一
五
五
］
。

（
1
2
）
『
寛
齋
先
生
齢
稿
』
（
遊
徳
園
一
九
一
六
年
）
。
以
下
長
崎
の
寛
斎
関
係
は
同
じ
。

　
　
（
以
上
（
9
）
～
（
1
2
）
別
稿
予
定
）

（
1
3
）
鳥
雀
懸
先
集
。
機
稜
合
暫
停
。
人
問
逢
七
夕
。
天
上
會
隻
星
。

　
　
整
孫
迎
新
月
　
穿
針
椅
書
扉
　
多
情
小
児
女
　
乞
巧
向
空
庭
。
（
同
前
）

（
1
4
）
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
『
鴎
外
歴
史
文
学
集
　
六
』
（
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
1
5
）
『
市
河
米
庵
遺
墨
特
別
陳
列
遺
品
と
関
係
資
料
目
録
』
（
東
京
国
立
博
物
館
一
九

　
　
五
八
年
）
に
「
胡
兆
新
圭
旦
扁
額
〈
小
山
林
堂
〉
一
面
」
が
み
え
る
。

（
1
6
）
「
明
神
宗
皇
帝
」
は
明
第
十
三
代
皇
帝
（
廟
號
神
宗
、
在
位
四
十
八
年
、
年
號
萬
暦
）
。
現
東
京
国
立
博
物
館

　
　
所
蔵
。
『
同
図
版
目
録
（
中
国
書
跡
）
』
に
「
8
7
　
楷
書
妙
沙
経
冊
　
明
神
宗
（
萬
暦

　
　
帝
）
1
帖
　
明
時
代
　
万
暦
2
9
年
（
一
①
O
一
）
　
紺
紙
金
泥
書
　
し
。
県
。
。
×
卜
。
卜
。
9
。
。

　
　
市
河
三
兼
氏
寄
贈
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
は
三
亥
の
記
述
を
と
り
「
明
神
宗
金

　
　
字
妙
沙
経
」
と
記
す
。
『
小
山
林
堂
書
画
圖
録
』
は
『
日
本
書
論
集
成
』
第
四

　
　
巻
。
『
米
庵
先
生
百
古
』
は
国
会
鴉
軒
文
庫
。

（
1
7
）
文
人
的
価
値
観
お
よ
び
文
化
ダ
ム
に
つ
い
て
は
拙
稿
卜
。
O
O
し
。
・
拙
稿
卜
。
O
O
書
参
照
。

　
　
長
崎
外
交
に
つ
い
て
は
、
広
い
意
味
で
の
外
交
は
対
馬
・
鹿
児
島
・
松
前
に
も

　
　
あ
る
が
、
南
蛮
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
、
紅
毛
オ
ラ
ン
ダ
対
策
、
　
靱
警
戒
や
清
国

　
　
海
禁
も
か
ら
み
正
式
国
交
な
い
ま
ま
入
港
す
る
清
船
扱
い
（
や
が
て
漂
流
民
送

　
　
還
問
題
も
）
な
ど
、
幕
初
期
特
有
の
矛
盾
を
内
包
す
る
が
ゆ
え
に
長
崎
一
港
に

　
　
封
じ
込
め
た
。
そ
こ
に
新
た
に
生
じ
る
長
崎
特
有
の
問
題
を
み
る
た
め
に
、
ひ

　
　
と
ま
ず
区
別
す
る
意
味
も
ふ
く
め
て
の
「
長
崎
外
交
」
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、

　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
鎖
ざ
し
な
が
ら
最
小
限
の
み
交
わ
る
と
い
う
矛
盾
を
示
す
意
味
で
「
長
崎
鎖
交
」

　
　
と
で
も
言
う
べ
き
か
。

（
1
8
）
近
世
初
期
の
医
・
書
の
「
戴
曼
公
独
立
」
、
詩
文
・
医
の
「
陳
元
賛
」
な
ど
に

　
　
つ
い
て
は
（
1
）
の
拙
稿
b
。
O
O
ω
で
言
及
し
た
。

（
1
9
）
「
風
雅
世
界
（
雅
号
世
界
）
」
に
つ
い
て
は
（
1
）
の
拙
著
卜
。
O
O
一
。
長
崎
の
「
制

　
　
外
の
地
」
、
「
制
外
中
の
制
外
」
に
つ
い
て
は
同
拙
稿
卜
。
0
8
参
照
。
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（
本
学
非
常
勤
講
師
）


